
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

 令 和 ７年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立三郷工業技術高等学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
「ものづくりの精神」に基づき、豊かな人間性を育成するとともに、学力向上

をとおして、生徒の自信を高め、地域に貢献できる技術者を育成する」 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回

の学校評価懇話会を開催し、学校自己

評価を踏まえて評価を受けた日とする        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 基礎学力や専門知識・技術の習得を重視し、学習指導を充実させる 

２ 生徒指導及び進路指導の充実を図り、社会人基礎力を身につけさせる 

３ 開かれた学校づくりに取り組み、工業高校の魅力を積極的に発信する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者   ８名 

    生徒      ３名 

    事務局(教職員) ８名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ２ ２ 日  現 在 ）  実施日  令和８年１月３０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 新学習指導要領に基づいた授

業実践が進み、生徒の授業への

積極的な参加が見られる。全学

年一人一台端末が整備され、活

用も進んでいる。 

【課題】 

基礎学力不足の生徒が多く、

学習習慣の定着と基礎学力向

上、専門知識・技術の確実な習

得を行い、生徒の自信を高め

る。ICT 活用の授業方法の模索と

教員間の情報共有を強化する。 

①ICT 活用によ

る授業改善と指

導 力 向 上 に よ

り、生徒の学力

向上と学習意欲

の向上。 

①生徒の主体的な学びを促進

するICTを活用した授業や基礎

学力向上のための効果的な学

習方法を導入する。 

①教科・学科の横断的な学びを実施

することで生徒の学力向上が見ら

れ、同時に生徒の授業への積極参加

が見られたか。 

②一人一台端末の積極活用がされた

か。 

①深い教材研究、教科横断的に実施した授業観察、ICT の活用によって、生徒の

授業への積極的参加や内容の理解を促すことができた（熱心に取り組めた割合

が学校全体の 73％、内容を理解できた割合が学校全体の 66％）。生徒の週 3 回

以上の端末活用率は 47％にとどまるが、教員が端末を取り入れた授業を実践し

ており、今後、生徒の活用がさらに広がる兆しが十分に見えている。 

②授業内容が身についた割合は、M71.7％、R74.7％、E76.4％、T81.4％、

C77.9％（昨年度 M72.6％、R79.3％、E75.4％、T73.4%、C72.0％）であり、課題

研究の生徒満足度は、M96.2％、R81.8％、E92.6％、T82.4％、C81.3％（昨年度

M95.8、R100％、E96.1％、T88.6％、C73.5％）であった。 

Ｂ 

教員の ICT スキルは

堅調に上昇しており、

生徒の授業理解に大き

く寄与している。さら

に活用への取り組みを

強化し、生徒の活用状

況を向上させていく。 

授業や資格指導に対

する生徒からの評価は

高く、満足度も高い。

多くの生徒に資格取得

を促進できた。 

各種コンテストで

は、全国レベルで優秀

な成績を収めることが

できた。今後も指導を

充実させていく。 

 

 

・教員のＩＣＴ活用が広がっていることは

評価できる。 

・一人一台端末について、生徒からは「疑

問にすぐに答えてもらえること」や「授業

を欠席してもオンラインで授業・課題・資

料が配信されること」に価値を見出してい

る。 

・授業の満足度は高い。 

・ジュニアマイスターゴールドの取得者数

が少なくなったと感じている。目的や目標

を明確にした上で、取り組みを推進してほ

しい。 

・５科合同で課題研究発表会を実施したこ

とは素晴らしい。ポスターセッション方式

だと、隣のブースの説明の声にさえぎられ

て、説明が聞き取りにくかった。改善が必

要である。 

②専門学科指導の追求と課題

研究の充実。 

①工業科の授業で「授業内容が身に

付いた」という生徒の割合が各学科

80％以上。 

②課題研究の生徒満足度 90％以上。 

②資格取得や、

各 種 コ ン テ ス

ト、大会への促

進。  

①配信メールの活用を含め、

積極的な情報提供。 

①資格取得やコンテストなどに取り

組む生徒が多くいたか。 

①学校全体で、資格を取得したい生徒の割合は 82.8％、資格取得に積極的に取

り組んだ生徒の割合は 52.5％であった。技能五輪、ものづくりコンテスト、ロ

ボット相撲大会、プログラミングコンテスト、ものづくりコンテストは全国大

会に出場、科学の甲子園やエコカーコンテストでも優秀な成績を収めた。 

②資格指導が充実していると回答した生徒の割合は 76.0％（昨年度 79.5％）。

新たに取得した生徒数 243 人（1 年 95 人、2 年 80 人、3 年 68 人）内国家資格取

得数 47 人（昨年度 1 年 144 人、2 年 86 人、3 年 37 人全 267 人）1、２年生の取

得率 60.7％（昨年度 72.8％）。埼玉県高校生専門資格等取得表彰者 41名。ジュ

ニアマイスター認定者 15 名。 

Ａ 
②資格取得の指導や各種コン

テストや大会の情報提供。 

①アンケートにおいて、資格指導が

充実しているとの回答が 80％以上。 

２ 

【現状】 

 生徒規範は概ね守られてお

り、大きな問題行動は減少傾向

にある。進路指導は充実してお

り、生徒の進路実現に向けた取

り組みが進んでいる。 

【課題】 

 社会人基礎力、特に自己管理

能力の更なる向上を目指し、組

織的な生徒指導と進路指導を強

化する。生徒の主体的な学びを

促進し、変化に適応できる人材

育成を強化する。 

①社会人基礎力

の育成を目指し

た生徒指導の推

進。 

①生徒の「セルフマネジメン

ト能力」を高める生徒指導の

推進。 

①基本的生活習慣の確立、特に遅刻

者数が減少したか。 

②手帳を用いた自己管理の習慣化が

高まったか。 

①遅刻者数は、1、2 学期の総数が 963 件（昨年度 806 件）である。自己管理能

力が高まったと回答した生徒の割合は 69.1％（89.2％）であった。手帳の活用

が進み、多くの生徒がメモをとる習慣を確立できた（67.8％）、忘れ物等の減

少を実感したりしている（56.9％）。 

②１年生への自転車安全指導伝達講習会を実施。ヘルメットの着用を呼びかけ

ている。1，2 学年で 4 月と 9 月に基礎力診断テストを実施し、多くの生徒が成

績の向上が見られた（1年上昇者 50 人、下降者 43人、2年上昇者 65人、下降者

28 人）。 

Ｂ 

 手帳活用の取組が 5

年目となり、教員が働

きかけるだけでなく、

自主的に手帳を活用す

る生徒も多くみられる

ようになっている。手

帳甲子園で表彰を受け

ることができた。 

 各教科の基礎学力向

上の取組は奏功し、成

績上昇者を多く出して

いる。GTZ の向上も目指

していく。 

・手帳の取組については、引き続き継続し

てほしい。 

・生徒指導について、少し緩みが見られる

と感じる。怠けてしまう生徒が増加してい

ると思う。 

・ヘルメットの着用率の向上は喫緊の課題

である。法改正を踏まえ、義務化すること

も検討してよいのではないか。 

・インターンシップについて、情報電子科

だけでなく、他の学科にも拡大できるとよ

い。 

・文化祭において、ものづくり体験の企画

が減少したと感じる。課題研究発表会の内

容を、文化祭でも発表してほしい。 

・GTZ という指標が理解しづらかった。 

②社会人としての基礎的な知

識・技能を習得するための指

導。 

①交通安全指導の実施し、ヘルメッ

トの着用を呼びかける。 

②基礎力診断テストを実施し、基礎

学力が向上したか。 

②生徒の進路実

現に向けた指導

と主体的な学び

を促進する教育

活動の推進。 

①大学コース、専門コースに

おいて、特性を生かした指導

を行う。 

①コース選択の満足度が高い値を示

したか。 

②就職や進学に対する情報提供を充

実して行えたか。 

①２，３年生のコース選択の満足度は 95.3％（昨年度 92.6％、大学コースのみ

の満足度は 94.5％）。1 学年の進学コース希望者を対象とした説明会を実施。2

学年の進路見学会を 2 回実施した（昨年度 1 回）。Handy を導入し、生徒の就職

活動を DX 化することができた。 

②自分の進路や人生について考える指導が十分行われていると感じた生徒の割

合は 91.5％（昨年度 90.2％）、進路指導は十分に行われていたと感じた生徒の

割合は 91.6％（昨年度 91.7％）であった。また、情報電子科 2 年生がインター

ンシップ実施、夏の探究型インターンシッププログラムに 17 人の生徒が参加し

た。 

Ａ ②三年間を見通したキャリア

教育の実施。 

①生徒自らの力で人生を考えること

ができるキャリア教育が行われた

か。 

②進路行事の充実とインターンシッ

プの積極参加が行われたか。 

３ 

【現状】 

 本校の魅力を十分に発信でき

ていない状況であり、募集定員

を満たしていない学科が多い。 

【課題】 

 本校の特色・魅力・成果を効

果的に情報発信し、志願者増加

につなげる。積極的な外部連携

を通して、開かれた学校づくり

を推進し、地域との繋がりを強

化する。 

①学校の魅力発

信と生徒募集の

強化。 

①本校の特色・魅力・成果に

ついて積極的に情報発信し、

生徒募集につなげる。 

①情報発信の機会を多く設ける。 

②生徒募集において、各科志願倍率

1.0 倍を確保する。 

①学校ＨＰ（更新数 191 回）やインスタグラムによる情報発信に努め、堅調に

フォロー数を伸ばしている（R6 12 月 876→R7 12 月 1412）。12 月 15 日現在の

志願倍率はＭ科 1.08、Ｒ科 0.48、Ｅ科 0.54、Ｔ科 0.78、Ｃ科 0.53 であり、機

械科のみ 1.0 倍を超えた。 

②彦成中まるごと体験、立花小との連携授業、中学校進路学習会を 2 回、出前

授業 2 回実施。本校において学校説明会、学科説明会、部活動体験、体験授業

を実施し、延べ 878 人（内中学生 487 人）が参加した（昨年度 956 人内中学生

516 人）。 

Ｂ 

 情報発信の機会は SNS

の活用や外部連携によ

り増加しており、様々

な公開行事も好評であ

る。 

 コーディネーターと

連携を密にし、着々と

コンソーシアムの準備

を進めた。外部連携の

機会や規模を拡大し、

優秀な人材育成への道

筋を構築するために、

学校全体の取組として

邁進していく。 

・工場見学やクラフト体験をもっと実施させて

あげたい。三郷市商工会として、協力していき

たい。 

・まるごと体験等の体験授業ではいつもお世話

になっている。今後も工業に興味をもつ児童生

徒が増加するように引き続きお願いしたい。 

・ＰＴＡとして説明会にて設置した保護者によ

る保護者のための入学相談ブースが好評だった

ため、今後とも設置させてほしい。 

・Temi の教材開発について、どちらかに丸投げ

するのではなく、共同して開発していることは

良いことである。 

・フォームによるアンケートや行事への出席報

告ができるのはありがたい。フォームに入力し

たことに対して、返信が届くようにしてほし

い。 

②各種説明会や学校見学 

会、出前授業、体験入学等を

とおしたＰＲ活動の実施。 

①地元小中学校との連携回数の増加 

②本校で行う各種広報行事における

参加者数増加。 

②企業や地域、

小中学校、各種

機関等との連携

強化。 

①コンソーシアムを設置し、

地域の産学官と持続的な連携

体制を構築する。 

①コンソーシアムを設置し、次年度

の産学官連携の方針や授業、行事の

企画を検討できたか。 

 

①コーディネーターと連携し、企業、自治体、地域の小中学校にコンソーシア

ムの説明を行い、設置に向けての準備が完了した。 

②三郷市教育委員会の「Giga3 プロジェクト」、NPO 三郷や IKEA 新三郷、中小

企業家同友会との連携による八潮子供向けイベントの開催・運営に寄与した。

大塚商会より自走式アシスタントロボット Temi の提供を受け、現在、授業での

活用を目的とした教材を同社と共同開発している。 

Ａ 

②外部連携を積極的に行い、

開かれた学校づくりを行う。 

①外部連携による活動やイベントの

実施状況は増加したか。 

 


